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１．環境⽅針 

 
基 本 理 念 

環境問題をファッション化してはならない。 
何故なら、この地球は間違いなく病んでいるから。 

 
この地球上に⽣息する数億種の⽣物において、 

たった１種の⽣物が全ての⽣活環境を狂わしている。 
枯れ始めた⼤地を前にして、 

｢わたくしたちは、環境問題を考えるのではなく、今すぐ⾏動しなければならない。｣ 
と決意する。わたくしたちは環境マネジメントシステムを通じ、 
この素晴らしい地球のためにあらゆる努⼒を傾注して参ります。 

 
 
 
 

当社は廃棄物の処分の事業活動の中で環境関連法規制の遵守は無論のこと、 
継続的な環境の改善、及び汚染の予防を図ります。 

まずは社員⾃ら⾏動することに重きを置き、更に排出事業者(お客様)に対しても、 
その企業の実情に合った廃棄物適正処理プランを策定し、実⾏致します。 

 

 

 

①燃料、⽔、電気の省資源化を推進いたします。 

②焼却後残渣についてリサイクルの限界を追求します。 

③社屋内外、機械設備の清掃活動により社員⾃らの環境に対する意識の向上や施設の延命
に努めます。 

④講習会などの積極参加により廃棄物適正処理に対する専⾨知識の取得に努めます。 

⑤近隣社会との共栄を第⼀に地域に根差した事業を展開します。 

 
 
 
 



２．基本理念 

 
その情熱、海を越えて 
 

ビートルエンジニアリングの挑戦は、シンプルで効率的な焼却施設の運営を⾏うことです。
今後続くであろう⼈⼿不⾜の問題は、次世代の廃棄物業界を担う若者たちが避けては通れ
ない道。私たちは環境問題を考えた場合のリサイクルや処理を追求するうえで原点に戻り 
必要不可⽋な焼却処理施設の運⽤を⾏い、持続可能な開発⽬標を達成するために情熱をも
って事業に取り組みます。 
 
                  経営理念 
 
誠実  私たちは真⼼をもって物事に向き合い、お客様と信頼関係を築き、⼀致協⼒し業務

を遂⾏いたします。 
 
感謝  私たちは、常に感謝の気持ちを忘れず、誰に対しても陰⽇なたなく接することでお

客様との信頼を築きます。 
 
挑戦  私たちは、経験と信頼の実績を重ね、常に新しい課題に正⾯から向き合い、持続可

能な環境社会の実現を⽬指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．組織の概要 

 
① 事業者名および代表者⽒名 

株式会社ビートルエンジニアリング 
代表取締役 ⻄原 靖博 
 

② 所在地 
本社    福岡県北九州市⼋幡⻄区陣原⼆丁⽬ 8-2 
若松⼯場  福岡県北九州市若松区響町⼀丁⽬ 62-39 
 

③ 焼却施設技術管理者⽒名及び担当者連絡先 
技術管理者 ⻄ 勇⼈ 
連絡先 TEL：093-752-2055  FAX:093-752-2088 
 

④ 沿⾰ 
2000 年 5 ⽉  (株)CRIP 創業（⼈材派遣業） 
2019 年 3 ⽉  (株)ビートルエンジニアリングへ社名変更 
2019 年 4 ⽉  定款変更（⼈材派遣業→廃棄物処理業） 
2020 年 10 ⽉  若松⼯場稼働 
 

⑤ 事業の規模 
資本⾦  2,500 万円 
従業員  20 名 
敷地⾯積 8,301 ㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．事業内容 

 
① 事業内容 

(1) 事業の範囲 
産業廃棄物処分業、特別管理産業廃棄物処分業 

 
(2) 許可の内容 
ａ．産業廃棄物処分業（北九州市） 

許可番号      第 07620217793 号 
許可年⽉⽇     令和 2 年 10 ⽉ 15 ⽇ 
許可の有効年⽉⽇  令和 7 年 10 ⽉ 14 ⽇ 
許可の品⽬  焼却・・・ 汚泥、廃プラスチック類、紙くず、⽊くず、繊維くず、 

動植物性残さ、ゴムくず    
       加熱・・・ ⾦属くず、ガラスくず 

破砕・・・ 廃プラスチック類、紙くず、⽊くず、繊維くず、ゴムくず、 
      ⾦属くず、ガラスくず 

ｂ．特別管理産業廃棄物処分業（北九州市） 
許可番号      第 07670217793 号 
許可年⽉⽇     令和 2 年 10 ⽉ 15 ⽇ 
許可の有効年⽉⽇  令和 7 年 10 ⽉ 14 ⽇ 
許可の品⽬  焼却・・・感染性産業廃棄物 

 
(3) 廃棄物処理料⾦ 

料⾦の提⽰：⾒積書による。サンプル等確認後⾒積書作成。 
 

(4) 受⼊実績 
  令和 2 年度 1,651t（実稼働：2020 年 10 ⽉〜2021 年 3 ⽉） 
 
② 処理⼯程 
 
 
 
 
 
 



５．環境配慮の取組み 

 
① 環境配慮の実践 
 ・フォークリフトの EV 化（２台） 
 ・焼却灰のリサイクルフローの構築（路盤材利⽤） 
 ・消防⾞両の設置 
 
② 外部コミュニケーション 

(1) 情報の発信 
  ・ホームページの活⽤ https://beetleengineering.jp/ 
  ・メディアの活⽤（実績：⽇本経済新聞、⽇刊⼯業新聞、循環経済新聞等） 
 

(2) ⼯場⾒学の受⼊ 
  ・河野太郎 元内閣府特命担当⼤⾂（規制改⾰） 
  ・環境省 ⼤⾂官房環境計画課 
 

(3) 中央省庁及び地⽅⾃治体の取組への参画 
  ・地域経済牽引事業計画（福岡県） 
  ・令和２年度北九州市中⼩企業アジア環境ビジネス展開⽀援事業（北九州市） 
  ・北九州環境ビジネス推進会（北九州市） 
 
③ 内部コミュニケーション 

(1) 作業 
  ・各種マニュアル（作業、点検） 
  ・⽇勤夜勤交代時の作業⽇報 
 

(2) 緊急事態 
  ・緊急事態マニュアル 
  ・故障/不具合の報告書 
 
 (3) 社内教育 
  ・講習…安全衛⽣、ヒヤリハット 
  ・訓練…⽕災訓練 

 
 



６．環境マネジメントシステム 

 
弊社の主な事業である廃棄物処理事業（焼却）は、令和 2 年 10 ⽉より開始した。 
令和２年度の実績を基に、次の通り環境マネジメントシステムの基準を策定した。 
※令和 2 年度の実績（令和 2 年 10 ⽉〜令和 3 年 3 ⽉） 

 
① 体制図 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽤語 説明 
トップマネジメント 当社の最⾼管理責任者を指す。具体的には、代表取締役を指す。 
環境管理責任者 環境マネジメントシステムにおいて、部⾨⻑の補佐及び全体の管

理をおこなう。具体的には⼯場⻑を指す。 
部⾨ 環境マネジメントシステムを実施し、維持及び改善する単位を指

す。具体的には、業務部・事務管理部を指す。 
部⾨⻑ 各部⾨の部⻑を指す。 

 
② 対象範囲 
  (1)適⽤する事業活動 
   ａ．産業廃棄物の処理 
   ｂ．特別管理産業廃棄物の処理 
 
  (2)適⽤する事業所 

ａ．本社    福岡県北九州市⼋幡⻄区陣原⼆丁⽬ 8-2 
ｂ．若松⼯場  福岡県北九州市若松区響町⼀丁⽬ 62-39 
 

  (3)適⽤する部⾨ 
   ａ．業務部 
   ｂ．事務管理部 



③ 環境⽬標 

環境⽬標 単位 
令和 2 年度 

(基準年) 
令和 3 年度 令和 4 年度 

エネルギー起源⼆酸化炭素 

排出量の削減 

Kg-CO2 517,291 506,945 501,875 

  電気使⽤量 kWh 728,196 713,632 706,496 

重油使⽤量 L 60,000 58,800 58,212 

軽油使⽤量 L 6,000 5,880 5,821 

ガソリン使⽤量 L 1,200 1,176 1,164 

⼯業⽤⽔使⽤量の削減 ㎥ 42,072 41,231 40,818 

上下⽔使⽤量の削減 ㎥ 1,236 1,211 1,199 

社会貢献活動 回 2 回/年 4 回/年 4 回/年 

重⼤事故ゼロ 回 0 0 0 

※電⼒の⼆酸化炭素排出係数には九州電⼒、令和 2 年度実績 0.000462(t-CO2/kWh)を使⽤した 

※基準年となる令和２年度の稼働は令和 2 年 10 ⽉〜令和 3 年 3 ⽉である。 

上表に⽤いた基準の数値は実績の⽉平均から 12 カ⽉分を算出した。 

 
④ 環境活動計画 

(1) エネルギー起源⼆酸化炭素排出量の削減 

取組項⽬ 活動項⽬ 

電気使⽤量の削減 

・再⽣エネルギー活⽤の検討 
・⽇勤時間帯の消灯の励⾏ 
・焼却炉の適正運転 

重油使⽤量の削減 
・焼却炉の適正運転 
  

軽油使⽤量の削減 
・重機の適正運転 
・重機の点検整備の励⾏ 

ガソリン使⽤量の削減  
・機器の適正運転 
・機器の点検整備の励⾏ 

(2) ⼯業⽤⽔使⽤量の削減 



取組項⽬ 活動項⽬ 

⼯業⽤⽔使⽤量の削減 
・節⽔への声掛け 
・焼却炉の適正運転 
・冷却塔の循環活⽤の検討 

 
(3) 上下⽔使⽤量の削減 

取組項⽬ 活動項⽬ 

上下⽔使⽤量の削減 
・節⽔への声掛け 
・場内清掃や終業時シャワー利⽤時の節⽔ 

 
(4) 社会貢献活動 

取組項⽬ 活動項⽬ 
周辺道路の清掃 
(⽬標：年４回実施) 

・草刈り 
・ゴミ拾い 

 
(5) 重⼤事故ゼロ 

取組項⽬ 活動項⽬ 
重⼤事故ゼロ 
(⽬標：年 0 回) 

・安全具の着⽤徹底 
・安全衛⽣教育の実施 

 
⑤ 環境⽬標実績及び活動計画の取組結果と評価 

(1)実績 

環境⽬標 単位 
令和２年度 

(⽬標) 
令和２年度 

(実績) 
⽬標達成の 

⽐率 

エネルギー起源⼆酸化炭素 
排出量の削減 

Kg-CO2 − 517,291 - ％ 

  電気使⽤量 kWh − 728,196 - ％ 
重油使⽤量 L − 60,000 - ％ 
軽油使⽤量 L − 6,000 - ％ 
ガソリン使⽤量 L − 1,200 - ％ 

⼯業⽤⽔使⽤量の削減 ㎥ − 42,072 - ％ 
上下⽔使⽤量の削減 ㎥ − 1,236 - ％ 
社会貢献活動 回 − 2 回/年 - ％ 
重⼤事故ゼロ 回 − 0 - ％ 
(2)取組結果と評価 



取組項⽬ 活動項⽬ 結果 課題 

エ
ネ
ル
ギ
ổ
起
源
⼆
酸
化
炭
素
排
出
量 

の
削
減 

電 気 使 ⽤ 量
の削減 

再⽣エネルギー活⽤の検討 〇 

来年度は連続運転を継
続する中で、適正運転
の基準策定に努める 

⽇勤時間帯の消灯の励⾏ 〇 
焼却炉の適正運転 〇 

重 油 使 ⽤ 量
の削減 

焼却炉の適正運転 〇   

軽 油 使 ⽤ 量
の削減 

重機の適正運転 〇 
重機の点検整備の励⾏ 〇 

ガ ソ リ ン 使
⽤量の削減 

機器の適正運転 〇 
機器の点検整備の励⾏ 〇 

⼯業⽤⽔使⽤量の削減 

節⽔への声掛け 〇 冷却⽔の循環は使⽤量
削減に有効、引き続き
検討をすること 

焼却炉の適正運転 〇 
冷却⽔の循環活⽤の検討 × 

上下⽔使⽤量の削減 
節⽔への声掛け 〇 来年度は削減に努める

こと 清掃時の節⽔ × 

周辺道路の清掃 
草刈り 〇 来年度は年４回の実施

をすること ゴミ拾い 〇 

重⼤事故ゼロ 
安全具の着⽤徹底 〇 来年度も引き続き緊張

感のある操業をする 安全衛⽣教育の実施 〇 
 
⑥ 次年度の環境活動計画（令和 3 年 4 ⽉〜令和 4 年 3 ⽉） 

(1) エネルギー起源⼆酸化炭素排出量の削減（前年⽐ 2%削減） 

取組項⽬ 活動項⽬ 

電気使⽤量の削減 

・再⽣エネルギー電⼒の導⼊ 
・⽇勤時間帯の消灯の励⾏ 
・焼却炉の適正運転 

重油使⽤量の削減 
・焼却炉の適正運転 
  

軽油使⽤量の削減 
・重機の適正運転 
・重機の点検整備の励⾏ 

ガソリン使⽤量の削減  
・機器の適正運転 
・機器の点検整備の励⾏ 

(2) ⼯業⽤⽔使⽤量の削減（前年⽐ 2%削減） 



取組項⽬ 活動項⽬ 

⼯業⽤⽔使⽤量の削減 
・節⽔への声掛け 
・焼却炉の適正運転 
・冷却塔の循環活⽤の検討 

 
(3) 上下⽔使⽤量の削減（前年⽐ 2%削減） 

取組項⽬ 活動項⽬ 

上下⽔使⽤量の削減 
・節⽔への声掛け 
・場内清掃や終業時シャワー利⽤時の節⽔ 

 
(4) 社会貢献活動（⽬標：年４回） 

取組項⽬ 活動項⽬ 

周辺道路の清掃 
・草刈り 
・ゴミ拾い 

 
(5) 重⼤事故ゼロ（⽬標：年０回） 

取組項⽬ 活動項⽬ 

重⼤事故ゼロ 
・安全具の着⽤徹底 
・安全衛⽣教育の実施 

 
⑦ マネジメントレビュー（令和 3 年 4 ⽉実施） 
【評価】 
 １．令和 2 年 10 ⽉〜令和 3 年 3 ⽉の実績によって、基準が策定できた。 
 ２．適正な運転により、稼働４ヵ⽉⽬から 24 時間操業を安定化することができた。 
 ３．従業員も安全運転に注⼒し、⽇々のメンテナンス記録も正確におこなっている。 
 ４．廃棄物を美しくの企業テーマに沿って、美観の維持に努めることができた。 
 ５．再⽣エネルギー電⼒の活⽤に向けて、各電⼒会社の⽐較をおこなうことができた。 
 
【⾒直し】 
 １．来年度は⽬標達成に向けて取り組むと共に、1 年間の実績によって基準数値の精度を

上げることを期待している。 
 ２．今年度収集した情報を活⽤して、来年度は再⽣エネルギー電⼒の導⼊を実⾏する。 
 ３．機器設備の扱いに慣れた頃は、事故・作業ミスが増える。重⼤事故に限らず、軽微な 

事故も防ぐよう、引き続き緊張感をもって業務に臨むこと。 


